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インターバンクの声 （2015 年 6 月 18 日） 
 

米連邦準備制度理事会（FRB）の早期利上げ示唆を期待した市場は、アジア時

間の終盤からニューヨーク時間の昼前までドル円が徐々に上昇、連邦公開市

場委員会（FOMC）の発表を待たずに１２４円３０銭まで上げた。ここから大

きな変化がないまま数時間を経てFOMC声明と政策金利見通しの発表を迎えた

が、一瞬何故かドル高方向に振れたものの結果的にはイエレン議長の会見を

経て１２３円２０銭台までドルが売られた。声明は米経済について「緩やか

に拡大している」としたが、年内の利上げを実施する姿勢を維持しながらも、

その後の引き上げペースは前回の予想よりもさらに緩やかになる見通しを示

した。フェデラル・ファンド（FF）金利予測は、２０１５年末は前回（３月

１８日）の時と変化ない０．６２５％としたが、２０１６円末、２０１７年

末については、いずれも下がっており、この FF金利先行き見通しの下げが今

回の結果がややハト的に傾いたとされている所以だろうか。先週からの黒田

日銀総裁の円安牽制発言とその否定、そして注目された FOMCも済ませたこと

で、市場は一旦小休止したいはずだが、次はギリシャ問題で揺れるユーロに

照準が向けられるのかも知れない。 
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